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■特集　交通事故を考える

事故のか）町を甜して

昨
年
の
人
身
事
故
は

百
五
十
九
件
。

田
　
　
　
口

平
成
五
年
中
に
町
内
で
発
生
し

た
人
身
事
故
は
百
五
十
九
件
で
し

た
。
過
去
五
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
平
成
四
年
の
百
六
十
五

件
を
ピ
ー
ク
に
昨
年
は
百
五
十
九

件
と
や
や
減
少
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
年
度
に
入
っ
て
の
人
身

事
故
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
死
亡
事
故
は
五
件
と
、
過
去

五
年
間
を
上
回
る
勢
い
で
伸
び
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
止
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
交
通
事
故
と

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
昨
年
、
起
き
た
百
五

十
九
件
の
事
故
の
デ
ー
タ
か
ら
を

分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
を
中
心
に
し
て

事
故
は
起
こ
る

平
成
六
年
四
月
現
在
の
水
巻
町

の
免
許
取
得
者
は
一
万
五
千
百
一

人
。
こ
の
数
字
か
ら
、
水
巻
町
の

人
口
の
約
五
割
の
人
が
免
許
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
車
に
よ
る
事
故
が
最

町内で事故が多発しています。今年に入り、5月までのの事

故の件数は、75件。特に、死亡事故は昨年の2件を大きく上回

る5件と急増しています。

交通事故は、私たちの生活の中でついつい忘れてしまいがち
ですが、避けて通ることのできない問題です。今回の特集では、

昨年一年間に町内で起こった交通事故の統計をもとに、その現

状を見てみたいと思います。

交 通 事 故 1 5 9 件 の 内 訳 （1 ）

く平成5年 1月1 日一一12月31日）

事 故 類 型 別 グラフ2

54．8％車対車　　　　　 ギ＿＿撤．＿

軸 自転車　　　 ＿霧、＿＿鵠品　　　 詑 ％

車対パイク　　　　　 18件 11．3％

車対歩行者　　　　 13件 8．2％

車単独 ⑳ 4 件 （2 件）2．5％

その他 ⑳ 2 件 （1 件） 1．2％ （）内は重傷以上の
事故の件数

も
多
い
よ
う
で
す
。
グ
ラ
フ
2
の

デ
ー
タ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
草

対
車
の
事
故
が
最
も
多
く
事
故
全

体
の
五
四
・
八
㌫
を
占
め
て
お
り
、

件
数
の
多
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
は
、
見
通

し
の
悪
い
道
路
で
速
度
を
出
し
す

ぎ
た
り
、
交
差
点
で
安
全
確
認
を

怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
出
会
い
頭
の

衝
突
や
追
突
事
故
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
常
に
危
険
を
考
え
た

運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
草
と
自
転
車
の
事
故
が

三
十
五
件
（
二
二
㌫
）
と
か
な
り

多
い
数
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

気
に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
事
故
の

状
況
か
ら
見
る
と
、
車
や
バ
イ
ク

が
歩
行
者
、
自
転
車
と
起
こ
し
た

事
故
は
、
車
両
同
士
の
事
故
と
比

べ
、
重
傷
以
上
の
被
害
者
の
出
る

可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
わ
り
の
歩
行
者
や
車
の

動
き
に
注
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細

か
い
配
慮
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
若
者
に
よ
る
車
や
バ
イ

ク
の
無
謀
運
転
の
事
故
も
起
き
て

い
ま
す
。
特
に
、
車
単
独
で
の
事

故
の
ほ
と
ん
ど
が
無
謀
運
転
に
よ

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故

の
結
果
は
悲
惨
な
も
の
が
多
く
、

加
害
者
、
被
害
者
と
も
死
に
い
た

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

若
者
だ
け
に
限
ら
ず
、
自
動
車

や
バ
イ
ク
に
乗
る
人
は
、
無
謀
運

転
な
ど
の
危
険
行
為
は
絶
対
に
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
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交通事故を考える

交迫事故159件の内訳（2）
（平成5年1月1日一一12月31日）

事故の年齢別グラフ3

10歳未満題ｒ　12人

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

事故原因別表1

1わき見、考えごと浸然運転39件

2安　全　不　確　認‘38

3相手の動部こ十分注意してない19

4交差点で徐行していない12

5交差点で車齢締着を注意してい組成11

6信　号　無　視　　　5

7安全な速度で走行していない　5

8－時停止などその他　30
えーｔ′・′′　′‾　－　　　　′　．．．．′

依
然
、
減
少
し
な
い

事
故
の
正
体
と
は

遵
　
　
　
薫

事
故
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

重
な
り
起
き
る
も
の
で
す
。
人
為

的
な
要
因
と
し
て
表
1
の
事
故
原

因
別
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
デ
ー

タ
を
見
て
み
る
と
「
脇
見
運
転
」

（

「
安
全
不
確
認
」
の
二
つ
が
原
因
の

過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
気
の
ゆ

る
み
や
油
断
が
事
故
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
事
故
を

起
こ
す
直
前
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の
前
に
は
、
速
度
の
出
し
す
ぎ
や

過
労
に
よ
る
運
転
な
ど
の
危
険
な

行
為
が
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

天候別グラフ4

車くつ十
ｌ≡：ロ　　　ここＩヨ　　　匿コ

曜Ｅ帽リ　グラフ5

離
「
劃
．
曜
ｌ
日
ｌ

州
　
舎
〓
曜
日

鵬
「
利
別
引

潮
「
水
ｌ
曜
ｌ
日
ｌ

離
ｌ
火
腔
コ
臥
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

聖
可
呵
日
ｌ

離
「
日
曜
日

■資料：福岡県折尾警察署

－時間帯別グラフ6－

交
通
事
故
は
草
や
バ
イ
ク
を
運

転
す
る
人
だ
け
に
原
因
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歩
行
者
も

交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
と

き
に
横
断
歩
道
以
外
の
所
を
通
っ

た
り
、
車
と
車
の
間
を
通
り
抜
け

た
り
す
る
と
交
通
事
故
に
あ
う
危

険
性
が
高
く
な
る
の
で
す
。

次
に
、
事
故
に
関
わ
っ
た
人
の

年
齢
を
グ
ラ
フ
3
を
参
考
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
デ
ー
タ
に

ょ
り
二
十
歳
代
と
四
十
歳
代
の
人

が
多
く
の
事
故
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
最
も
多
い

の
は
四
十
歳
代
の
人
で
す
が
、
免

許
取
得
者
人
口
の
割
合
で
は
二
十

歳
代
の
人
が
高
い
割
合
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
免
許
を
取
得
し
、

し
ば
ら
く
た
ち
運
転
に
慣
れ
る
と

同
時
に
自
信
を
持
ち
、
そ
れ
を
過

信
し
た
た
め
に
事
故
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
十
歳
未
満
の
子
供
や
六
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
多
く
が
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
思

い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち

を
持
っ
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
が
降
っ
て
い
る
日
は

特
に
注
意
が
必
要

時
間
や
天
候
と
事
故
は
ど
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

グ
ラ
フ
5
は
曜
日
別
、
グ
ラ
フ

6
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
起
き
た
事

故
の
件
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
午
前
六
時
か
ら
九

時
ま
で
の
間
と
午
後
三
時
か
ら
九

時
ま
で
間
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
に
事
故
は

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯

は
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
す
る
歩

行
者
や
自
転
車
、
通
勤
の
自
動
車

な
ど
で
道
路
は
混
雑
し
ま
す
。
あ

わ
て
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
余
裕
を
も
っ
て
家
を
出
る
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
曜
日
別
で
は
土
曜
・
日

曜
日
に
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
会
社
や
学
校
が

休
み
だ
と
い
う
こ
と
で
、
気
の
ゆ

る
み
が
ハ
ン
ド
ル
操
作
に
出
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
事
故
が
起
き
た
と
き
の

天
候
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
件
数

は
晴
れ
の
日
が
最
も
多
い
の
で
す

が
、
事
故
が
起
き
る
確
率
は
雨
の

日
が
一
番
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
の
日
は
視
界
や
路
面
の
状
態
が

悪
く
な
り
、
危
険
度
が
高
く
な
り

ま
す
。
晴
れ
の
目
よ
り
も
速
度
を

落
と
し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と

っ
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
や
運
転
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
を
自
覚
し
て
交
通
事
故

の
な
い
住
み
や
す
い
町
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
決
め
ら
れ
た
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
思
い
や
り
と
優
し
さ

の
あ
る
行
動
を
心
が
け
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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線紙摘親批難鞭
「町内の道はよく知っているからと」と安心していませんか。人や草の流れは時

間や場所によってさまざま。交通事情も変化しているのです。そこで、昨年（平成

5年1月～12月）のデータと町内の3つの派出所のおまわりさんの意見をもとに、

事故が多発している危険な地域をチェックしてみました。

特にここは
要注意！

町民体育館前交差点で【

車と右折車の出会い頭の事故が多

く発生しています。見通しの

水巻駅前交差点は、昨年

に引き続き今年も死亡事

故が発生しています。交
通量が多いうえ、スピー

ぎている車が

し とが主な事故の

原因のようです。また、
北九州方面から

ところ【

になっており見通しが悪いのも事故が起善

す。雨の日や夜は特に注意してください。

県道バイパス南北縦貫道路は全体的にスピードを出し過ぎて

いる車が多いよう 通りの少ない夜はかなりのもの。

そのため、この区間では

転による書故が多く

います。このような事故のほと

んどが、対

被害も大き

正面衝突で、

す。つとめて減速を心がけてく

ださい。

そのぼかの事故多発地帯
冊

琶．

雨 Ｙ　禁撃堅警竺璧 通新一慧

ロ、　　 一一ミニミニこく一°て 州順題
垂葛 濫 敷聞 ．

ト※絹諭

壇

革製 所神社前謎惑 顧 鮎勧
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交通事故を考える

お互いのごとを孝えた行財が、

期の一番の予防法です。

転

マテで

聞いてみました。

ク
シ
ー
運
転
手

寺
岡
　
正
幸
さ
ん

見通しの悪い交差点や団地内では、

子供や自転車の飛びだしに気をつけ

ています。それと、つねに危険が
ることを考え、事故にあわない運

を心がてています。それから、小
な子供さんは親がしっかりと手を

いて横断歩道を渡ってほしいです

鐸
讃
謹
蒲
郡
男
親
鋤
き
路
蓮
琉
轟

交通手段も発達し、車社会となった現在、私た引ま交通
事故の危険と背中合わせに暮らしています。車、自転車、

歩行者、それぞれの立場で交通安全に対する思いを語って
もらいました。
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今、光ってい

昭和60年8月、飛行機事故で亡くなった
田中愛子さんの走り書きから

つづ

遺品の大学ノートから舞い落ちた一枚の便せんに、娘はそう綴っていた。中学校の
卒業アルバムの寄せ書きに「一日一生涯」と記していた。

それほど一日一日に生涯を懸けたかったのであろうか。26年の娘の生涯は、その一
日一日の積み重ねとして燃えつきたのであろうか。「今、光っていたい」それは一日一
生涯の思い出であったのだろうか。それとも被差別部落に生まれて、恥ずかしくない
生き方をしたくないという願いの移転の思いであったのだろうか。その思いを、時々

私は仏壇の娘の遺影に問いかけてみる。

しける
●

昭和60年8月、飛行機事故で娘「愛子」さんを亡くした田中蔀さん著書『感性に訴
える同和教育』からその一部を紹介します。

昭
和
六
十
年
八
月
十
二
日
、
娘
が
日
航
機
墜

落
事
故
で
遭
難
し
た
。
娘
は
体
育
の
教
師
を
し

て
い
た
。
御
巣
鷹
山
の
山
奥
で
傷
が
あ
れ
ば
自

分
で
止
血
し
、
夜
露
を
飲
ん
で
で
も
必
ず
生
き

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
信
じ
て
現
地
へ

馳
せ
つ
け
た
。
事
故
は
凄
惨
を
極
め
想
像
を
絶

し
て
い
た
。
バ
ラ
バ
ラ
遺
体
の
中
を
気
が
狂
っ

た
よ
う
に
捜
し
求
め
て
わ
が
子
に
や
っ
と
巡
り

会
え
た
の
は
七
日
目
で
あ
っ
た
。

「
ど
ん
な
に
変
わ
り
果
て
た
姿
で
あ
ろ
う
と
、

せ
め
て
一
晩
わ
が
家
の
畳
の
上
に
寝
か
せ
て
か

ら
葬
っ
て
や
り
た
い
」
　
と
い
う
妾
を
説
い
て
、

だ
び

遠
い
高
崎
の
地
で
茶
毘
に
ふ
し
た
。
来
春
の
結

婚
に
夢
み
た
で
あ
ろ
う
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

を
着
せ
、
好
き
だ
っ
た
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
左
手

に
握
ら
せ
て
・
・
・
。

一
条
の
煙
と
共
に
白
骨
と
化
し
た
そ
の
遺
骨

を
抱
き
し
め
た
時
、
と
め
ど
な
く
流
れ
る
涙
と

共
に
　
「
よ
う
帰
っ
て
き
た
の
う
」
と
思
わ
ず
ほ

ほ
え
ん
だ
私
。

一
緒
に
同
道
し
た
婚
約
者
の
姿
が
い
じ
ら
し

か
っ
た
。
彼
は
こ
の
事
故
の
一
カ
月
ほ
ど
前
に

「
愛
子
さ
ん
と
の
結
婚
を
認
め
て
く
だ
さ
い
」
と

わ
が
家
を
訪
れ
た
。
「
う
ち
は
同
和
地
区
で
す
よ
」

「
愛
子
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
両
親
が
お
盆

に
お
願
い
に
く
る
は
ず
で
す
」
　
こ
れ
が
彼
と
交

わ
し
た
最
初
の
会
話
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
奇
し
く
も
遺
体
収
容
の
藤
岡
市
の

体
育
館
で
両
家
の
親
が
対
面
し
た
。
私
が
同
和

問
題
に
触
れ
た
と
き
、
お
父
さ
ん
は
　
「
私
は
教

師
で
す
。
少
な
く
と
も
人
さ
ま
に
平
等
を
説
く

人
間
と
し
て
自
分
を
偽
る
よ
う
な
こ
と
は
よ
う

6
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鳴 瀬 鵬だ 切 の な 開 影 犬　　 奔 絞 果　 も

と

わ

た
○

は
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や　ま
が す
て　か
田　ね
植 Ｌ⊥
期　 と
が　も、
や 言
つ　っ
て　た
米　 ロ
る　あ
0 れ
か
ら
徴

を　を．で
す 手 来 十
れ 伝 1た 一
ば　っ　 0 月
僕 で 生 の
も　く　ま 連

妻 鵠 芸

の　「　め　は
お　こ　て 泊
督　こ・′の　ま
警 芸 欝遽

ん 年　 り　け
に　田　や　で 勧

め
て

確
認
に

も
あ
る

どのあここ　しこ「現 葉
一　ろ　と　そ　かれ娘威　　も

疲
れ

ル
を

「

遺
体
が
見
つ
か
る
ま
で
の
一
週
間
、
娘
が
神

戸
を
発
つ
時
の
服
装
や
持
物
、
歯
形
な
ど
の
情

報
を
持
っ
て
数
人
の
友
達
が
阪
神
や
和
歌
山
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
い
ず
れ
も
大
学
時
代

や
そ
の
後
の
ス
ポ
ー
ツ
仲
間
だ
っ
た
。
葬
式
が

す
ん
で
か
ら
も
四
国
や
岡
山
か
ら
友
達
が
訪
ね

て
く
る
。
友
情
と
は
何
な
の
か
。
愛
と
は
何
な

の
か
。
ひ
と
か
ど
に
愛
の
道
を
人
に
説
い
て
き

た
私
に
果
し
て
そ
れ
が
で
き
る
の
か
。
愛
と
は

人
に
説
く
こ
と
で
は
な
く
行
う
こ
と
な
の
だ
。

そ
れ
を
私
は
教
え
ら
れ
た
。

人
の
命
に
は
屏
り
が
あ
る

だ
か
ら
自
分
の
思
う
よ
う
に
生
き
た
い

人
ば
犀
ノ
、
、
十
年
鬼
、
二
十
年
鬼
を
ロ
に

す
る
け
ど

そ
の
と
き
を
兼
好
に
し
凌
げ
れ
ば

今
、
光
っ
て
い
た
い

っ
て
い
た
い
」

ぬ
人
と
な
っ
て

す
る
た
び
に
、

は
こ
の
詩
を

シ
の
つ
く
よ
う

ら
、
私
は
水
平

世
に
熟
あ
れ
、

の
言
葉
と
が
重

7
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6月26日、遠賀川河川敷でコスモスの

種まきが行われました。参加したのは、

ボーイスカウトの子供たちや商工会、遠

賀信用金庫の皆さんのほか一般のボラン

ティアを含め、約100人。場所は、遠賀

川河川敷の机付近約300メートルの区間

です。参加者たちは、それぞれ決められ

た場所に横一列になって、耕された花壇

に種をまいていきます。

「コスモスがいっぱい咲いたら、ここ

で遊んでみたい」と話してくれた田口慎

也君（猪熊小3年）。この日まいたコス

モスの種は、今年の秋には白やピンクの

花をつけ河川敷に彩りをそえてくれま

す。そして、毎年秋が来るたびに私たち

の日を楽しせてくれることでしょう。

今から花の咲く新が楽しみです。
河川敷でコスモスの種まき

照りつける太陽、はじける歓声
町民プールオープン

7月1日、総合運動公園の町民プールがオープ

ンしました。この日は、天気にも恵まれ、小・中

学生を中心にたくさんの人で賑わいました。

「鬼ごっこや水泳で競争したりして遊んでいます」

と、元気な声で話してくれた井上翔平君（水巻中

一年）。照りつける太陽の日差しがあたり、キラ

キラと輝いていたプールには、子供たちの楽しそ

うな声が聞こえていました。今年も町民プールは、

皆さんにとって暑い夏の最高のオアシスになりそ

うです。

さわやかな汗に初夏を感じて
春のテニス教室

「ナイス、サーブ」

6月24日、テニス教室の閉校式が行われました。

春と秋に行われている教室は、人気も高く今回は、

初心者を中心に39人が参加。受講者は、10回のコー

スでテニスを学びました。

「目標は10年後、姉妹でダブルスを組みたいです

ね」と夢を話してくれた高瀬美香さん（美吉野団地）。

親子や兄弟で参加ている人多く、照明に映える緑の

コートの中では、梅雨のあい間をぬってさわやかな

汗を流していました。これを機会に楽しくテニスを

続けてください。

β
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立以来初めての県大会

手にしました。

チームのモットー

クで何事にも一生

－ムウー

1つも練

習に汗を流している団員たちの目

会出場とのこと。自慢の

事全国大会出場も決めて

須山怜菜ちゃん

5年7月5日生まれ

（梅の木団地）

元
気
い
っ
ぱ
い
の
れ
い
な
で
す
。

公
園
や
プ
ー
ル
に
行
っ
て
た
く
さ

ん
遊
ぼ
う
ね
。

中尾雅慶くん

5年7月13日生まれ

（古賀団地）

甘
え
ん
坊
で
さ
み
し
が
り
や
の

マ
ー
く
ん
一
歳
お
め
で
と
う
。
芯

の
強
い
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し

い
人
に
な
っ
て
ネ
。

ボランティアのノ己、を学びたい。
初めて行われた点字講習会

「ボランティアには以前から興味がありました。点字をうつことよりも、

決まりごとを覚える方が難しかったですね」と、語ってくれた中園玲子さ

ん・純子さん姉妹（頃末）。

6月25日、初めて開かれた初級点字講習会の開講式が行われました。4月

16日に始まったこの講習会には、主婦や学生など21人が参加。ボランティア

団体「ともしびの会」の皆さんの指導のもと、11回コースで行われ、点字器

による点訳を中心にボランティアの心を学んでいきました。そしてこの日、

点字による一冊の本「彦一とんち話」が完成しました。

「これを機会に覚えた点字をいかしていきたいですね」と、修了証書と点

訳奉仕員証を手に話してくれた佐々木幸峰さん（猪熊）。障害をもった人たち

のためにも、いつまでもその優しい気持ちを大切にしてください。

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

美
し
い
音
色
に
囲
ま
れ
て

6月22日、中央公民館でチェロとピアノのコンサートが行われました。演

奏するのは、全国各地で幅広く活躍中のピアノ奏者片山泰子さんと実力派チ

ェロ奏者の林峰男さん。会場のホールには、二人の演奏を楽しみ600人の観

客がつめかけました。開場と同時に演奏が始まると客席は水をうったように

静まり、素晴らしい音色に耳を傾けます。

「私は合唱団に入っているのでクラシックは大好きです。素敵な演奏が聴

けて大変感激しています」と、語ってくれた寿崎登美子さん（二束）。

バッハやシューベルトなどの曲からあなじみの「さくらさくら」まで、幅

広い演奏で会場に集まった観客を魅了し続けた二人に、アンコールを求める

拍手がいつまでも続いていました。

′■ヽ



てコ号から
町を守りたい

空
き
缶
を
車
か
ら
捨
て
る
前
に
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
道
端
に

投
げ
る
前
に
、
ち
ょ
っ
と
思
い
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
へ

ゴ
ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
い
美
し
い
水
巻
町
を
目
指
し
、
町
ぐ

る
み
で
環
境
の
美
化
に
取
り
組
む
た
め
の
「
水
巻
町
空
き
缶
等

散
乱
防
止
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
相
月
に
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
の
ゴ
ミ
の
「
ポ
イ
捨
て
」
を
禁
止
し
た
条
例

旨
や
目
的
な
ど
に
つ

説
明
し
ま
す
。

身
近
な
環
境
へ
の
優
し
さ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
た
め
に

一
般
に
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
と
呼

ば
れ
る
「
水
巻
町
空
き
缶
等
散
乱
防
止
条

例
」
が
6
月
議
会
で
決
ま
り
、
今
年
の
1
0

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
心
な
い
人
が
何
気
な
く
捨
て

た
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
多
く
の
団
体
や
個
人

が
、
地
域
で
地
道
な
回
収
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
は
一
向
に
減

る
傾
向
は
な
く
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
球
環
境
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
に
比
べ
て
、
身
近
な
環
境
へ
の
配
慮
の

低
さ
が
こ
の
よ
う
な
「
ポ
イ
捨
て
」
ゴ
ミ

の
問
題
と
な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
は
、
福

岡
県
三
井
郡
北
野
町
が
全
国
に
先
駆
け
て

制
定
し
、
違
反
に
は
罰
金
を
科
す
と
い
う

厳
し
い
条
例
で
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
昨
年
、
福
岡
市
周
辺
の
2
2
市
町
村

で
も
罰
則
付
き
の
条
例
が
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
水
巻
町
が
制
定
し
た

Ｔ

条
例
に
は
、
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
は
れ
っ
き
と
し
た
法
律
違

反
と
な
り
「
自
然
公
園
法
」
や
「
道
路
交

通
法
」
、
「
軽
犯
罪
法
」
な
ど
の
法
律
に
よ

っ
て
処
分
を
受
け
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
ポ
イ
捨
て
」
ゴ
ミ

が
跡
を
た
た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
原
因

の
ひ
と
つ
に
私
た
ち
自
身
の
モ
ラ
ル
の
低

さ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
み
ん
な
が
や
っ

て
い
る
か
ら
」
「
一
回
ぐ
ら
い
」
と
い
う

軽
い
気
持
ち
で
捨
て
て
い
る
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
「
空
き
缶
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
モ
ラ

ル
を
社
会
と
家
庭
の
両
面
か
ら
見
直
す
と

同
時
に
、
ゴ
ミ
問
題
や
資
源
問
題
な
ど
を

含
め
環
境
問
題
全
般
に
大
き
な
関
わ
り
を

も
っ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
水
巻
町
に
す
る
た
め
に
は
、

ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
へ
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
を
、
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

で
す
。
「
ポ
イ
捨
て
」
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
問

題
は
、
皆
さ
ん
の
心
掛
け
で
す
ぐ
に
も
解

決
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。

（

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を
な
く
す
に
は

町
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要

●
町
の
責
務

①
町
内
で
の
空
き
缶
な
ど
の
散
乱
防
止
や

環
境
美
化
の
た
め
に
必
要
な
総
合
計

画
を
策
定
し
、
実
施
す
る

②
そ
の
計
画
を
も
と
に
、
空
き
缶
な
ど
の

散
乱
防
止
に
つ
い
て
の
啓
発
や
回
収

奉
仕
団
体
の
育
成
、
環
境
美
化
の
促

進
の
た
め
の
体
制
の
整
備
な
ど
を
行

1

ノ

0

●
町
民
の
責
務

①
家
庭
の
外
で
で
た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ



て
、
分
別
収
集
に
努
め
る
こ
と

②
地
域
で
の
清
掃
活
動
な
ど
環
境
美
化
の

た
め
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
町

が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
こ
と

●
事
業
者
の
責
務

①
ゴ
ミ
の
散
乱
を
防
止
す
る
と
と
も

に
町
や
県
の
施
策
に
協
力
す
る
こ
と

②
容
器
入
り
飲
料
を
販
売
す
る
人
は
、
消

費
者
へ
の
啓
発
を
行
い
、
回
収
容
器

を
設
置
し
て
管
理
に
努
め
る
こ
と

③
タ
バ
コ
を
販
売
す
る
人
は
、
タ
バ
コ
の

吸
殻
の
散
乱
防
止
に
つ
い
て
消
費
者

へ
の
啓
発
を
行
う
こ
と

●
土
地
・
建
物
な
ど
の
所
有
者
の
責
務

①
土
地
・
建
物
を
所
有
ま
た
は
管
理
す
る

人
は
、
み
だ
り
に
ゴ
ミ
な
ど
が
捨
て

へ

ら
れ
な
い
よ
う
に
看
板
な
ど
の
防
止

策
を
講
じ
る
こ
と

②
投
棄
さ
れ
た
空
き
缶
な
ど
は
適
切
に
処

理
す
る
こ
と

●
環
境
美
化
促
進
重
点
地
域
の
指
定

環
境
美
化
の
促
進
を
行
う
必
要
が
あ
る

地
域
を
指
定
し
て
、
散
乱
防
止
の
啓
発
活

動
や
清
掃
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

美
化
に
対
す
る
意
識
と
モ
ラ
ル
を

育
て
て
い
き
た
い

「
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
な
い
」
。

こ
の
当
た
り
前
で
、
誰
で
も
分
か
っ
て
い

る
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
水
巻
町

全
域
を
ゴ
ミ
の
捨
て
に
く
い
地
域
に
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
美
化
意
識
と
モ
ラ
ル
の

向
上
意
外
に
決
め
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
、
条
例
化
す
る
こ
と
も
町
民
の
美
化
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
の
モ

ラ
ル
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
な
く
す
た
め
町
は
全
力

．
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ほら、思いあたりませんか？
はずかしいポイ捨ての心理。

矢
野
玲
子
さ
ん
　
（
頃
末

ふ ‾‾Ⅰこここここここｉ 軒

、 短 ‾ここ－こ′：－こ：‾‾こ‾‾‾こここ舐 こ‾′　 ニ

≒ －‾ｒ＿Ｊｒこ．〝

車から投げ槍でら
ゴミが多いようです

暇があると付近のゴミを拾ってい

ますが、悪い所はいつも決まってい

ます。車からのポイ捨てでしょうが、

幹線道路が特にちらかっています。

不思議なものできれいな所には、ゴ

ミは落ちていません。喝がポイ捨て

禁止の取り組みのひとつとしてこの

条例をつくったことは、いいことだ

と思います。学校などで子供たちに

も内容を教えてやって欲しいです

ね。それと筍にはもっと町内をこま

めに監視してもらいたいですね。

境
　
辰
一
さ
ん

（
み
ず
ほ
団
地
・
酒
店
）

空き缶の回収容器に家
庭ゴミを入れないで
毎朝、店の回りを清掃しています

が、ゴミの指定袋制度に変わってが

ら∴ゴミが増えました。これから季

節は、空き缶が多く出ますので、喝

の方でも自動販売機があるところに
底して指

に家庭ゴ

は回収容器を置くように

導して欲しいですね。

それと空き缶の回4

ミを投げ込むのだけはやめてもらい

たいものです。とにかく町をきれい

にするのは、一人ひとりのマナー

大切だと思います。

ＪＪ
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ヽデ イ ・サ ー ビ ス　　　　　　　　 ．　　　　 ‘

．賢一頚 皿 … ・、こ 、＼ ノ 禁 琵 護持

篇壷　　　　　　　　 1嗣
Ｊ。　■■1ニ遥聾 ［画画蝉軒／二／膠鸞
・－・Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　 嘉嘉
．’．ｈ　 病院は珊　　　 「‾読 謹 書 から期待

成人病、ガン検診を受けた人へ
ブ■＼

ｒ検診結果はまだかな？Ｊ

成人病、胃・肺ガン検診を受けた人に

は、受診後1が月ほどで検診結果を郵送
しています。

その検診結果のなかで詳しい検査が必

要な人や病院で精密検査を受けてもらい

たい人、既に症状のある人などには、可

の検診では「要精密」の結果が返ってき

ます。そういう人には、今後の検診の受

け方などを説明するため保健婦が訪問し

ます。これからの健康を守るためには、

検診結果に基づいた適切な処置が必要で

す。留守中に訪問する場合もありますの

で、ご了承ください。

有祉サービスをわかりやすく
紹介。ご棚ください。

12
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葛
．
」

ｌ

臥わ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ帆

町民体育大会。ａ．ｔ2

6月5日、残りの3つの競技が行われ「水巻－」を競

い合いました。また、卓球の会場にはゲストとして中

国国家一級体育指導員の菅翠挿さんが特別出場して大

会を盛り上げました。各競技の結果は次のとおりです。

卓　球－町民体育館
●団体戦①頃夫Ａ②猪熊・軌　●男子Ｗ①金崎・入部組②三浦・大石組　●女子Ｗ①

和田・船津組（む川崎・吉武組　●男子Ｓ／Ａ級（取舟津寿－②後藤勇　●男子Ｓ／Ｂ級

①芳賀健児②入部新棍　●女子Ｓ／Ａ級①船津勝子②満方裕子　●女子Ｓ／Ｂ級①柳

本昭子②和田政子　●ベテランの部①舟場康秀②伊東房男　●中学Ｓ①野中②宮下

剣　道－武道館
●中学【1年】①衛藤英明②赤星允敏　【2年】①坂本義治②柳宏介　【3年】①香
月和之②黒木秀一郎　【女子】①窪智美②井上あかね　●一般【男子4段以下】①木
戸勇一②小野礼－　【男子5段以上】①頭林幸喜②坂尾謙三　【女子】①吉田香代子
バレポール－猪熊小講堂●女子①猪熊②水巻南

遠
賀
郡

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6月12日、遠賀呵勤労者体育館で遠

賀郡バレーボール大会が開催され、男

子の部に出場した水巻クラブが見事優

勝を果たしました。

保険料は忘れずに！
国民年金保険料は20歳から60歳になるまでの40年間納めま

す。老齢基礎年金を受けるためには、この間に最低25年以上

の保険料を納めることが必要です。保険料を未納のままにし
ておくと、老齢基礎年金ばかりか、もしものときの障害・遺

族基礎年金も受けられないこともありますので忘れずに納め

ましょう。

●定額保険料

平成6年4月から月額11，100円

●付加保険料　月額400円
（第1号被保険者で希望する人）

公民館対抗
ビーチボールバレー大会

6／12－町民体育館

今年は168人が参加し男子の部と女

子の部3パートに分かれて熱戦を繰り

広げました。

●男子①梅ノ木団地東②宮尾台Ａ

●女子①梅ノ木団地東、猪熊、古賀団

地Ｂ（訂頃東北Ｂ、高松団地、中央区Ａ

①生活保護法に凍る生活扶助を受け

ている人
②障害基礎年金または被用者年金の

障害年金　 「溌 親　 の受給権者

が0ル⑦所得の少奪い太や病気、ケガなど
で准済的に囲難な人

②保険料の納付が困難な特別の理由

嘉薫薬算等
′つＪ′”、．Ｖ、レ′、璧弄′Ｖ′葦棄獲敵藩

がある人
③扶養きれている学生で親元の収入

が喪定基準以竿の人

′■ヽ



官問い合わせは

水巻町役場……201－4321

中央公民館……20ト0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……20ト4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館……20ト3936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター……201－0794

社会福祉協議会……202－3700

建設省遠野去年事事務所では、
皆さんに河口堰の重要性について

理解してもらうことを目的とした

見学会を開きます。たくさんの楽

しい催しを用意していますので、

皆さんお誘い合わせのうえ河口堰

にお越しください。

●と　き　7月23日（士）午前

10時～年後5時

●ところ　遠贅川河口堰管理支所

（猪熊）

●問い合わせ‾建設省遠襲用河口

堰管理支所℡2ｍ－1675

親
子
で
料
理
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

夏
休
み
母
と
子
の
料
理
教
室

精
神
障
害
者
家
族
の
つ
ど
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

賀

保

健

所

き

2

0

1

局

4

1

6

1

番

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

遠
賀
保
健
所

●
と
　
き
　
7
月
2
2
日
　
（
金
）
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
※
受
付
は
午
後
1
時

3
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
（
吉
田
三
）

●
講
　
演
　
「
家
族
の
役
割
」
／
講
師

田
中
英
樹
さ
ん
　
（
川
崎
市
幸
保
健
所

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

●
費
　
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
含
2
0

1

局

4

1

6

1

番

へ

素
敵
な
写
真
を
待
っ
て
ま
す

夏
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

柑
ミ
リ
映
写
機
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

希
望
す
る
人
は
、
役
場
環
境
衛
生
係

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課

福
祉
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

松
快
苑
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
と
　
き
　
8
月
2
日
（
火
）
午
前
1
0

時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
4
8
人
／
南
部

公
民
館
3
2
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

●
対
　
象
　
小
学
3
年
生
以
上
の
親
子

と
中
学
生

●
費
　
用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
7
月
2
7

日
ま
で
に
役
場
健
康
対
策
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で
も
受

け
付
け
ま
す
）

バ
ー
キ
ソ
ン
病
患
者
の

家
族
教
室
を
開
き
ま
す

遠
賀
保
健
所

●
と
　
き
　
7
月
2
5
日
（
月
）
午
前
9

時
3
0
分
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
（
吉
田
三
）

●
講
　
演
　
「
パ
ー
キ
ソ
ン
病
に
つ
い

て
」
／
講
師
　
田
島
静
さ
ん
　
（
朝
倉

保
健
所
医
師
）

●
費
　
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
7
月
2
0
日
ま
で
に
遠

丁

「
水
巻
ら
し
さ
」
を
表
現
し
た
夏
の

ミ
ニ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

日
常
生
活
を
通
し
て
町
を
再
発
見
す
る

よ
う
な
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
題
　
材
　
水
巻
町
の
自
然
や
祭
り
、

伝
統
行
事
、
生
活
風
景
な
ど
で
春
・

夏
を
感
じ
さ
せ
る
作
品

●
応
募
作
品
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
2
Ｌ

サ
イ
ズ
以
上

●
撮
影
期
間
　
平
成
6
年
3
月
1
日
か

ら
8
月
3
1
日
ま
で
に
撮
影
し
た
も
の

●
表
　
彰
　
金
賞
（
1
人
）
賞
金
1
万

円
、
記
念
品
／
銀
賞
（
2
人
）
　
賞
金

5
千
円
、
記
念
品
／
銅
賞
　
（
3
人
）

賞
金
3
千
円
、
記
念
品

●
応
募
期
限
　
8
月
3
1
日
（
水
）

※
出
品
作
品
は
、
「
水
巻
こ
こ
ろ
の
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
　
へ
の
応
募
と
な

り
、
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
課

1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
損
傷
防
止
と
映

写
機
の
取
り
扱
い
を
覚
え
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
操
作
技
術
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
7
月
2
4
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
中
央
公
民
館
（
芦

屋
町
中
ノ
浜
4
番
4
号
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
道
具
、
印

鑑
、
昼
食

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
7
月
1
5

日
ま
で
に
役
場
社
会
教
育
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
快
苑

●
採
用
職
種
　
栄
養
士
・
調
理
士

●
採
用
人
員
　
各
1
人

●
受
験
資
格
　
実
務
経
験
の
あ
る
3
0
歳

か
ら
4
5
歳
ま
で
の
人

●
試
験
日
　
7
月
2
0
日
（
土
）
午
前
1
0

時
●
試
験
会
場
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

松
快
苑
（
吉
田
こ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
松
快
苑
薗
2
0
1
局

0
0
8
0
0

ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除
剤
を

さ
し
あ
げ
ま
す

水
巻
町
地
区
衛
生
推
進
協
議
会
で
は

7
月
を
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
月
間
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
町
内
か
ら
ゴ
キ
ブ
リ
を
一

斉
追
放
す
る
た
め
に
、
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除

剤
を
無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

（
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遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

の
職
員
を
募
集
し
ま
す

串
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

●
採
用
職
種
と
予
定
数

一
般
事
務
職
　
2
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
4
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
受
付
期
間
　
7
月
1
8
日
～
8
月
1
8
日

●
試
験
日
　
9
月
1
8
日
（
日
）

●
受
験
手
続
　
申
込
用
紙
は
、
事
務
組

合
総
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域

行

政

事

務

組

合

き

2

9

3

局

3

5

8
1
番
へ

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の

資
格
試
験
を
行
い
ま
す

福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

宅
地
や
建
物
の
取
り
引
き
業
務
に
必

要
な
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」
　
の
資

格
試
験
を
行
い
ま
す
。

「

●
受
験
資
格
　
①
高
校
を
卒
業
し
た
人

②
宅
地
・
建
物
取
り
引
き
の
業
務
経

験
が
2
年
以
上
の
人
③
知
事
が
認
め

た
資
格
を
持
つ
人

●
受
付
期
間
　
7
月
2
5
日
～
2
9
日

●
試
験
日
　
1
0
月
1
6
日
（
日
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
㈲
福
岡

県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
含
（
0
9
2
）

7

8

1

局

5

1

6

9

番

へ

鉱
害
復
旧
の
申
し
出
は

平
成
7
年
3
月
ま
で

建
設
鉱
害
課

石
炭
採
掘
に
よ
る
鉱
害
の
復
旧
を
行

う
法
律
で
あ
る
臨
時
石
炭
公
害
復
旧
法

の
期
限
が
、
平
成
1
4
年
3
月
3
1
日
ま
で

に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

発
生
が
終
息
し
て
い
る
沈
下
鉱
害
に

よ
る
被
害
で
、
申
し
出
を
し
て
い
な
い

人
は
、
平
成
7
年
3
月
末
日
ま
で
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
将
来
浅
所
陥
落
な
ど
の
鉱
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
期
限
後
も
申
し

出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
も
の
　
石
炭
採
掘
に
よ

り
、
家
屋
・
農
地
な
ど
に
被
害
が
発

生
し
て
、
効
用
の
阻
害
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の

●
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
　
▽
現
在
申

し
出
中
の
も
の
▽
過
去
、
申
し
出
を

し
、
否
認
さ
れ
た
も
の
▽
復
旧
済
物

件
、
金
銭
賠
償
済
の
物
件

●
申
出
先
　
役
場
建
設
鉱
害
課
ま
た
は

日
本
炭
鉱
鉱
害
課
（
申
し
出
を
希
望

す
る
人
は
場
所
の
確
認
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
役
場
建
設
鉱
害
課
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
）

●
必
要
書
類

①
申
出
書
な
ど
の
提
出
書
類
　
2
部

②
被
害
写
真
　
1
部

③
土
地
ま
た
は
家
屋
の
登
記
謄
本
と
土

地
の
字
図
を
各
1
部

．
「

④
墓
地
に
つ
い
て
は
、
見
取
り
図
、

個
々
の
所
有
者
、
建
造
年
次
を
明
ら

か
に
す
る
資
料
、
土
地
謄
本
、
、
字

図
　
各
1
部

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
建
設
鉱
害
課
ま

た
は
石
炭
鉱
害
事
業
団
九
州
支
部
計

画

二

課

合

（

0

9

2

）

　

4

3

1

局

7

7

1

2

番

へ

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
水
巻
町
水
仙
グ
ル
ー
プ
代
表
　
安
元

幡
介
様

●
水
巻
町
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
様

●
水
巻
町
婦
人
会
様

香
典
返
し
と
し
て

●
中
央
区
　
　
政
・
平
田
ヤ
ス
子
株

平
田
　
保
　
様

●
古
賀
　
　
　
故
・
山
本
　
幸
生
様

山
本
芙
美
子
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
上
鶴
　
秀
男
様

上
鶴
シ
ズ
コ
棟

●
吉
田
団
地
　
故
・
黒
沢
武
次
郎
様

黒
沢
　
花
子

●
吉
田
二
　
　
　
故
・
和
田
　
好
人
様

和
田
　
和
子
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
岡
本
ミ
キ
子
様

岡
本
　
賢
二
様

●
下
二
　
　
　
故
・
豊
澤
　
秀
一
棟

豊
澤
　
徹
雄
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
白
石
カ
ツ
ノ
様

白
石
　
唯
男
様

●
鯉
口
団
地
　
故
・
岡
本
　
キ
ク
様

山
下
ミ
サ
ノ
様

●
立
屋
敷
　
　
故
・
中
村
サ
ツ
キ
様

中
村
与
八
郎
様

6
月
2
5
日
号
、
「
健
康
ひ
ろ
ば
」
　
の

コ
ー
ナ
1
の
中
で
、
3
歳
児
健
康
診
査

の
場
所
が
中
央
公
民
館
と
な
っ
て
い
ま

す
が
遠
賀
保
健
所
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

サンサンと輝く嚢夏の太陽の下、
今年も子供たちの元気のよいかけ声

がグラウンドに響きます。地域あげ

ての応援をお願いします。
●と　き　7月3†8（日）～8月3

日（水）
●ところ　小学生の郡／総合適動公
園グラウンド　中学生の部／総合

運動公園グラウンド・吉田グラウ
ンド

●申し込み・問い合わせ
7月15日までに各公民館長を通じ

て社会教育課体育係（℡201÷
4000）へ

住宅・都市整備公団では、梅の
木団地の空家住戸の入居者を先
着順で募集しています。

入 居 者 募 集 戸 数

ニここ：㌍ 薗　 －Ｌ昌一

ＺＤ Ｋ 33 ．3 00 ～ 37 ．60 0 円 3 戸

3　 Ｋ 38 ．50 0 －4 0．4 0 0 円 7戸

．3 ＥＩＫ 39 ．9 00 － 51 ユ0 0 円 6戸

※共益費は、各間取りとも2．900円

●申し込み・問い合わせ
住宅・都市整備公団九州支社
含561－3134

体育施設の工事にご協力くださし1

体育施設が工事のため使用で
きなくなります。ご迷惑をおか
けいたしますが、ご協力お願い
します。
●体育施設と使用中止期間

伊左座小学校　体育館
7月4日～8月31日
水巻中学校　体育館
7月21日～8月31日
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